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1 ．は じめ に

　色の同化効果 とは、細か い ものの色が隣 り合 うも

の の 色 に 近い 色 に 知 覚され る現象で 、標準的な色の

教科書 ［1］に も記 載され て い る。同化 が眼 で 起きる

の か 脳 で 起 き る の か に つ い て 論 じ た De　 Weet ら ［2］

は、被験者 が対象領域 に 注意 を向 ける ときよ り背景

に 注 意 を向 ける ときの 方が 同 化が 強い など の 心 理

学実験に 基づき、脳で起 きる と結論 し て い る。

　 しか し筆者 らは従 来の 多 くの 研 究対象 とは異 な

る暗 い 背 景 中 で 発光 す る細 か い 対 象 の 間 の 色 同化

に つ い て 調 べ た結果、こ れ らの 対象の 間の 同 化 は加

法混 色の 性質を も つ こ とを報告 した ［3］。そ の 後さ

らに 、ピ ンホール を通 し て観察する方法で 実験 した

結果、こ の 種 の 同化 は 主と して 眼 の 色収差に よるも

の で ある こ とを示 し、周辺 視に よるぼ けも要因 で あ

る可 能性を指摘 した ［4］。

　 今回 は新 しく考案 した実験に よ り、中心視に較 べ

て 周 辺視 の 方が 同化効 果 が強 い こ とを定量 的 に 確

認 した の で 報告す る。

2 ．方法

　テ
ーブル 上 に暗幕で簡易暗室を作 り、着席 した被

験者の 眼前 に 眼 と呈 示 面 の 距 離 が lm に な る よ う

CRT カラ
ーデ ィ ス プ レー

（三 菱 Diamondotron　Fiat

RDFIgS）を配置 した 。 被験者に は図 1 の よ うな画面

を呈 示 し た 。 図 の 上 部 左 に は刺激帯 （S）に 挟まれ た

テ ス ト帯 （T）がある。また右には参照 帯 R が ある。

各帯の 上 下 方向 の 長 さは 40mm、刺激 帯 と参照 帯 テ ス

ト帯の 幅はそれぞれ 8mm、テ ス ト帯と参照帯の 中心

間の 距離は 60mmで ある。テ ス ト帯の幅 w は画面 の

下 方にある ス ク ロ
ー

ルバ ー
で変えるこ とが で きる 。

こ の よ うな画面は 赤、緑、青の 刺激帯とテ ス ト帯の

色 の 6 通 りの 組 み 合わせ 毎に 用 意 し た 。

　 被験者 は マ ウ ス を操 作 し、テ ス ト帯 の 幅 W を約

0．5mmか ら始め て 徐 々に広 げなが ら同化の測 定を行

うよ う指示 された 。

図 1　 同 化 の 実験画 面

　同 化 の 測 定 は 次 の よ うに 行 う 。例 と して 青

（RIGIB）＝ （O，　e，　255＞の 刺 激 帯 S に 挟 ま れ た 赤

（255，　O、　O＞の テ ス ト帯 丁の 見 えに おける同化を測定

する場合 を説 明す る。

　こ の 場合 、参照 帯 R の色は （255，0，x）で 表示 され

る．x は青成分 を表す 0 か ら 255 まで の 整数値で 、0

の ときは参照帯の 色は赤、255の ときは マ ゼ ン タと

なる。画面 下 の ス ク ロ
ール バーで 増減 す る。

　中心視に よ る同化 の 測定 の 場 合 、被験者は参照 帯

とテ ス ト帯 を交互 に 見 なが ら、両者の 色 が同 じ に 見

えるよ うに X の 値を調整す る。

　周辺視に よる同化の 測定の 場合 、被験者は参照帯

を注視 し たま ま、眼の 端で テ ス ト帯を見なが ら、両

者 の 色 が同 じに見 え るよ うに x の 値 を調 整する 。

　X の 値 は、刺激帯が青の場合 、画 面左下 の参照 帯

の RGB 数値欄の うち の B の 欄 に現れる 。

　RGB の 各成分毎の 輝度は、それ ぞれの デジタ ル 値

の 二 乗 に ほぼ比例するの で 、我 々 はそれ ぞれの 最大

の輝 度を 1 とする正 規化輝度 の 近似式

　　　　 正規化輝度　＝ 　x2 ／　2552　 （1）

を用 い るこ とに した 。同化が単純な加法混色 で 表 さ

れ る場合 、こ の 正 規化輝度が同 化 の 強 さ の 尺度 とな

る 。正 規化 輝度 は 0 （同化な し ）か ら 1 （完全 な加

法 混色）ま で の 値 を と る。
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　実験は 2 人 の 被験者 （A：28歳女性、B：31歳女性 ）

に つ い て 行 っ た が、紙 面 の 都合で 被験者 A の デー
タ

の み を紹介する 。

3 ．実験結果

3．1 青 に挟まれ た他 の 色の 同化

　図 2 は、テ ス ト帯の 幅 w （横軸、単位は mm ） を変

えなが ら、青帯に挟まれた赤帯の同 化を等色 した参

照帯に 加えた青の正規化輝度 （縦軸）を測定 した 1

回 の 測 定 の 結 果 を示 す 。

　赤帯 に 挟 まれ た 青 帯 の 同化 に つ い て 調 べ た 結 果

も同 じよ うに な っ たが 、 幅が狭 い とき、青帯が暗い

こ とに よる明暗の対 比効果 のため等色が難 しく、ま

た 、緑色 の テ ス ト帯の 場合 に較 べ て 若干 同化 が弱 い

傾向が認 め られた 。

　い ずれの場合も、周 辺視で の 同化が 中心視で の 同

化 よ り強 い とい う傾 向が見 られた 。

3．3　緑に挟 まれ た他の 色の 同化

　 図 4 は緑帯に 挟 まれた赤帯の 同 化 に つ い て 調 べ

た結果の 例を示す 。
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図 2 　青帯に挾ま れ た 赤帯の 同化
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　テ ス ト帯の 幅 に 対す る同化の 変化 の 曲線の 形 は

若干 い び つ な形 に な っ て いるが、こ れは 同化 の 測 定

値が再現 性に乏 しい た め の 測定値の ば らつ きを反

映する。被験者 B の 測 定結果も似 た傾向 を示 し た 。

　い ずれ に し て も周辺 視で の 同 化 が 中心 視 で の 同

化よ り強い という傾 向が見 られた 。

　青 帯 に挟 まれ た緑帯 の 同 化 に つ い て 調 べ た 結 果

は、青帯 に挟 まれた赤帯の 同化 とほ ぼ 同様に な っ た

の で 報告 を割愛す る。

3．2　赤 に挟ま れ た 他 の 色 の 同化

　 図 3 は赤帯 に 挟まれた緑帯の 同化 に つ い て 調 べ

た結果の例 を示す 。
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図 3　 赤帯に挟まれた緑 帯の同 化

　青帯に挟まれた色の同化 と較べ る と、同化 が 0．4
にな る幅 も 0．2に なる幅 も 1／4か ら 1／3 くらい に狭

くな っ て い る こ と が わ か る。こ の 傾 向 は被験 者 B の

測定結果に も見 られ た ．
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図 4 　緑帯に挟まれた赤帯の 同化
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　 こ の 場合は 、緑帯に挟まれた赤帯が若干橙が か っ

て見 え る傾向はあるもの の 、同化が弱 か っ た。緑帯

に挟 まれた青帯に つ い て も同様 に 弱い 同化 しか 認

め られなか っ た。

　周辺 視 で の 同 化が 中心視 で の 同 化 よ り若 干強 い

と い う傾向は同様 に見 られた 。

4 ．考察 とむす び

　 暗い 背景中で 、 他の 原色 に 挟まれ て 呈示 された原

色 の 呈 示 パ タ
ー

ン で ば 周辺 視 で の 同 化 が中 心視 で

の 同化よ り強い と い う結果が得 られ た。こ の こ とは

網膜の 中心窩か ら外れ た 周辺 部で 錐体間の 間隔 が

広くな っ て い る こ と［5］に よ る網膜像 の 空間サ ン プ

リ ングの粗 さに よる の で はないか と考 え られる 。
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